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昨日、国は全国３９の県について「緊急事態宣言」を解除しました。そして

本日、兵庫県は大阪府等との整合性や国の対策方針等を考慮し、事業者への休

業要請の見直しと県立学校や公園を順次開放することを決定しました。 

本市の学校園につきましては、引き続き感染防止対策を講じ再開を目指す中

で、５月中に登校・登園可能日を設定してまいります。週１回の登校園の機会

として、授業は行わず、出欠席の扱いとはしませんが、この中で子ども達に新

学期への手ごたえを確かめる機会としていただきたいと考えております。 

また、保育所、こども園、児童くらぶの特別保育の受け入れにつきましては、

対象者を拡大いたします。ただし、保護者の皆さまには引き続き、感染拡大防

止のために可能な限り、ご家庭での保育をお願いします。 

また現在閉館中の公共施設についても、準備が整い次第順次再開を進めてい

きます。先ずは５月１９日から、図書館では予約本の貸出を、また博物館では

展示観覧を再開します。しかしながら、「３密」回避のため、マスクの着用や事

前の検温、入場制限等、ご利用上のお願いをすることもございますことから、

ご理解賜りますようお願いいたします。 

感染防止対策には、長期の取り組みが必要と考えています。今後の国県の方

針にも注視し、全力で取り組んでまいります。ご理解とご協力をよろしくお願

いいたします。 


